

























































































































衛星 要目 軌道 要素
重　　量 953㎏ 筒度 913㎞
全　　長 3．04m 半長軸距離 7，285．821㎝


























7 近赤外域 0．8～1．1 79
8＊ 熱赤運搬 10．4～12。6 237








































































































































災害前 災害後 災害前 災害後
観測日



















































































































































































































































































球磨川 球磨川 人　吉 4．07 ヌ臨7：00
（痕）
S．60






































































232 iYF1± ･y F ･ iF-Y Vi at 6 maM57E 7 EXrk;iE$OD ssg
Photo. 1 Oblique
  failure
  tnct m
aerial photograph of slope
oocurred at Okuyama dis-
Nagasaki city.
Photo. 7
    yXwa#･as･
Oblique aerial photograph
zones in the Midori basin.
of flooded
Photo. 5 Landsat RBV imagery of Nagasaki
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Landsat RBV imagery of Nagasaki
city, observed on 25th June, 1982.
Photo. 11 Sample areas for binary classification of





























































小丸川 10 150 52 212 175
大淀川 30 300 10 133 519
肝属川
川内川 50 1，100 105 197 1，674





菊池川 7 70 2，800 1，207 2，564 4，575
矢部川 2 4 500 12 324 178
筑後川 5 200 4，400 244 3，668 2，418
嘉瀬川 5 160 95 3，330 2，426
六角川 1 2 30 4，800 332 1，628 3，469
松浦川 2 4 40 1，100 ・133 519 453







バンド4 バンド5 バンド6 バンド7
w均値 標準偏差
バンド4 1．0000 26．11 1．42
バンド5 0．6945 1．0000 19．66 1．98
バンド6 0．1916 0．1704 1．0000 31．28 2．70
バンド7 0．0891 0．0076 0．8173 1．0000 23．24 2．77
234 ランドサット・データによる昭和57年7月豪雨災害の調査
流の加勢川に沿って分布し，江津湖の南端付近にも冠
水地を認めることができる．解析に用いたランドサッ
ト・データは7月31日に観測されているが，Photo．7
の斜め航空写真はこれより少し前に撮影されたもので
ある．この観測時期の差異を考慮するとき，Photo．12
の解析結果はPhoto．7とかなり良く一致することが
わかる．
5．結　　語
　本文は昭和57年7月豪雨による長崎の土砂災害と熊
本の冠水災害とを，ランドサット・データにより調査
したものである．
　長崎の土砂災害については，上記データのアナログ
解析すなわち画像判読により，土石流および斜面崩壊
地を確認することができた．これら土砂崩壊地の確認
た当たっては，分解能の低さを考慮して災害前後のM
SSあるいはRBV画像の比較によっている．この経
験から，ランドサット・データを用いて土砂崩壊地を
確認するには，災害後のデータのみによらず，災害直
前かあるいは時日を逆上っても時期を同じくするデー
タとの比較により，地物の変化を調べて行った方が良
いようである．勿論，分解能の高い地球観測衛星（た
とえば分解能が10mのSPOT衛星など）によるデー
タについてはこの限りでなく，災害後のデータのみで
確認することができると推定される．
　熊本の冠水災害では，災害後のMSSデータ（CC
T）をディジタル解析して，冠水地の分布とその面積を
求めることに成功した．グランド・トルースにより確
実に冠水地と認められる個所を教師として二値分類に
よったため，しきい値を一定とせず試行錯誤により各
流域に妥当な値を決定した．冠水地はMSSのカラー
合成画像においては水域と同じく黒っぽく映るため，
画像判読によってもある程度はその分布を調べること
ができる．しかし，これは今回示した阿蘇噴火口のよ
うに，完全に冠水しかつ周囲の地物と明確に識別し得
るような場合にのみ有効であって一般的でない．また，
面積を求めることも難しい．したがって．冠水地の分
布と面積を求めるには，画像判読によるのでなく，C
CTのディジタル解析を用いて行うべきである．たと
えば中国の洪水では，画像判読によって冠水地の確認
を行い得るものが確かにある．しかし，この例は大洪
水によるものであって，冠水幅も数十kmに及ぶ程の広
さである．これに対して，我が国では急峻な地形のた
めこのような大洪水の起ることは滅多になく，地物の
きめの細かさからやはりディジタル解析によるべきと
結論される．
　今回長崎災害で行った土砂崩壊地の確認は数個所に
過ぎない．これは災害後1週間目の1982年7月31日と
8月1日の観測が雲の存在によりかなり阻まれたため
で，RBVはともかくMSSにあっては二二の大部分
が雲に覆われる結果となった．土砂崩壊地は冠水地と
違って時日の経過によらずあまり変化しない（たとえ
ば奥山地区の斜面崩壊は本年4月末現在でも災害当時
のままである）．解析に用いたデータの観測以来，ラン
ドサットによる長崎の観測は3号，4号あわせて幾度
か成功しているようである．これらデータについても
今回と同様の解析を行って，本土砂災害の調査を続行
したい．
　熊本災害については，特に菊池川流域で田畑冠水が
著しい．うち水田の冠水は稲作収量を左右するもので
ある．ランドサット3号，4号により熊本の観測はそ
の後も行われており，雲に阻まれることなく成功した
観測例があるため，長崎災害と同じくこれを解析して
追跡調査を試みていく所存である．
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